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中
央
区
は
、
区
内
に
緑
豊
か
な
浜
離
宮

恩
賜
庭
園
が
あ
る
も
の
の
、
緑
被
率
が
低

い
こ
と
か
ら
、
再
開
発
の
ま
ち
づ
く
り
に

合
わ
せ
て
整
備
さ
れ
る
公
園
や
公
開
空
地
、

屋
上
緑
化
な
ど
、
緑
を
着
実
に
増
や
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、同
区
は
日
本
の
経
済
・

商
業
活
動
の
中
心
地
で
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
が
多
く
、
区
内
の
緑
化
推
進
だ
け

で
は
そ
れ
ら
を
吸
収
す
る
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
区
が
着
目
し
た
の
は
、

檜ひ
の
は
ら
む
ら

原
村
数
馬
地
区
の
森
林
で
し
た
。

檜
原
村
に
﹁
中
央
区
の
森
﹂
誕
生

　
区
は
、
檜
原
村
や
地
元
の
人
々
で
構
成

さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
山
再
生
塾
な
ど
と

協
定
を
結
び
、
区
が
檜
原
村
の
森
林
保
全

活
動
を
支
援
す
る
「
中
央
区
の
森
」
事
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
事
業
を
安
定
的
に
運

営
し
て
い
く
た
め
に
「
中
央
区
森
と
み
ど

り
の
基
金
」
を
設
置
し
、
区
民
な
ど
か
ら

の
寄
附
の
ほ
か
、
市
街
地
開
発
事
業
指
導

要
綱
に
基
づ
く
開
発
協
力
金
、
ア
ル
ミ
缶

や
古
紙
な
ど
資
源
売
り
払
い
収
入
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
料
を
積
み
立
て
る

な
ど
、
区
民
・
事
業
者
・
区
が
協
働
し
て

事
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
中
央
区
の
森
で
は
、
間
伐
を
進
め
る
た

め
に
整
備
し
た
作
業
道
を
、
誰
も
が
気
軽

に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ベ
ン
チ
や

案
内
板
、
樹
名
板
を
備
え
た
散
策
路
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
の
魅
力

を
高
め
る
た
め
、
モ
ミ
ジ
や
カ
タ
ク
リ
な

ど
の
植
栽
を
行
う
ほ
か
、
間
伐
し
た
広
葉

樹
を
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
と
し
て
活
用
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、以
前
あ
っ

た
炭
焼
き
窯
を
復
元
し
、
切
り
出
し
た
広

葉
樹
で
炭
を
焼
き
、
そ
の
炭
を
区
内
の
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
場
で
配
布
し
て
、
事
業
の
周

美しい地球を未来のこどもたちに「中央区の森」

　
今
か
ら
11
年
前
、
中
央
区
は
、
行
政
区
域
を
越
え
、
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た

温
暖
化
対
策
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
連
携
の
相
手
は
檜
原
村
。
直
線
距
離
に
し
て

中
央
区
か
ら
約
57
㌔
離
れ
た
東
京
の
西
端
部
の
村
に
、
区
は
２
０
０
６
︵
平
成
18
︶

年
か
ら
﹁
中
央
区
の
森
﹂
を
整
備
し
、
荒
廃
し
た
森
林
の
保
全
支
援
や
木
材
資
源

の
利
活
用
、
環
境
学
習
や
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

  

行
政
区
域
を
越
え
た
温
暖
化
対
策

檜原村の数馬地区で行われた

中央区の森の看板除幕式（看

板の右が矢田美英中央区長）

＝２００６年１０月1９日

知
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
間
伐
材
は
、
区
内
の
公
園
の
ベ

ン
チ
や
、
区
内
を
循
環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
「
江
戸
バ
ス
」
の
停
留
所
ベ
ン

チ
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
春
と
秋
に
は
区
民
や
在
勤
者
な

ど
を
対
象
と
し
た
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。炭
焼
き
体
験
や
植
樹
を
行
い
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
間
伐
の
体
験
で
す
。

夏
に
は
親
子
自
然
体
験
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ

ま
す
。
中
央
区
の
森
で
間
伐
作
業
の
見
学

や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
南
秋
川
で
の
川

遊
び
な
ど
を
行
い
檜
原
村
の
豊
か
な
自
然

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
回
、

定
員
を
上
回
る
応
募
が
あ
る
人
気
ツ
ア
ー

で
す
。

　
区
は
、
村
と
の
一
層
の
連
携
を
図
る
た

め
、
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
８
月
、「
中

央
区
の
森
環
境
ふ
れ
あ
い
村
推
進
協
議

会
」
を
設
置
し
、
施
策
の
充
実
に
向
け
た

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
４
月
に
は

新
た
に
南
郷
地
区
の
村
有
林
（
約
４
・
９

㌶
）
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
、
中
央
区

の
森
を
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
森

林
保
全
業
務
を
東
京
都
森
林
組
合
に
委
託

し
て
い
ま
す
。

　
南
郷
地
区
は
、
数
馬
地
区
か
ら
約
10
キ

ロ
離
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。数
十
年
間
、

手
入
れ
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
樹
木
が
生
い

茂
り
、
光
の
入
ら
な
い
森
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
人
工
林
（
針
葉
樹
）

を
約
８
割
程
度
伐
採
し
て
広
葉
樹
を
植
樹

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
豊
か
な
森
へ
の

復
元
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
南
郷
地
区
で
伐
採
し
た
木
材
は
、
こ
れ

ま
で
の
ベ
ン
チ
な
ど
へ
の
活
用
に
加
え
、

区
立
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
の
内
装
や
区
立

　山形県東
ひがしね

根市
し

は、中央区の友好都市です。同市
は果樹王国で、毎年６月、さくらんぼの季節にな
ると中央区で「さくらんぼ祭」を開催します。東
根市の名物と言ってもいいさくらんぼ種飛ばし大
会は、毎年、大勢の人たちでにぎわいます。
　中央区と東根市との交流は1988年に、東根市か
らさくらんぼの苗木の寄贈を受けたのがきっかけ
で始まりました。2016（平成28）年には友好都市
提携の締結から25周年を迎えました。
　東根市は奥羽山脈の西にある山紫水明の盆地
で、山形新幹線には「さくらんぼ東根駅」と駅名
が付けられているほど各種果物が豊富です。これ
まで幼稚園児へのさくらんぼやりんごのプレゼン
トはもとより、10㌧トラック20台分もの雪の提供
による「雪まつり」などのイベント開催も実施さ
れているほか、各種イベントの相互参加、両区市
の児童が隔年で相互に訪問する児童交歓会なども
行われ、幅広い世代の市民交流が続いています。

区
民
向
け
の
体
験
ツ
ア
ー
で
は
中
央

区
の
森
で
間
伐
体
験
も
で
き
ま
す

（
２
０
１
６
年
）

さくらんぼ祭はさくらんぼ種飛ば

し大会で大いに盛り上がります
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豊
海
小
学
校
の
図
書
室
の
本
棚
や
カ
ウ
ン

タ
ー
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
心
区
だ
か
ら
こ
そ
細
く
長
く

　
中
央
区
が
年
間
に
排
出
す
る
二
酸
化
炭

素
は
約
２
４
０
万
㌧
に
達
し
ま
す
。
経
済

活
動
が
活
発
な
都
心
区
で
あ
る
が
ゆ
え
、

環
境
に
与
え
る
負
荷
も
大
き
く
な
り
ま

す
。
一
方
、
檜
原
村
が
あ
る
多
摩
地
域
の

広
大
な
森
林
は
、
そ
の
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
源
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
林
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化

が
進
み
、
健
全
な
森
林
整
備
が
遅
れ
て
い

ま
す
。

　
中
央
区
の
森
事
業
は
、
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
源
で
あ
る
森
林
を
守
り
、
育
て
る
こ

と
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、環
境
保
全
意
識
の
普
及
・

啓
発
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
檜
原
村
に
と
っ
て
も
、
荒
廃
が

進
む
森
林
の
回
復
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活

動
促
進
、
林
業
の
技
術
継
承
、
村
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
事
業
実
施

当
初
、
区
域
を
越
え
た
温
暖
化
対
策
と
し

て
始
ま
っ
た
「
中
央
区
の
森
」
で
す
が
、

間
伐
材
の
活
用
や
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施
な

ど
の
交
流
を
通
じ
て
、
中
央
区
の
区
民
が

檜
原
村
の
自
然
や
生
活
・
文
化
を
知
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
全
国
連
携
と
い
う
言
葉
も
な
か
っ

た
時
代
、
都
心
区
と
山
間
部
の
村
が
行
政

区
域
を
越
え
て
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
中
央
区

の
森
事
業
は
、
昨
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
区
は
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年

度
に
現
在
の
協
定
地
域
で
の
間
伐
等
が
一

巡
す
る
こ
と
か
ら
、
２
０
１
８
（
平
成

30
）
年
度
以
降
の
森
林
保
全
活
動
に
つ
い

て
、
協
定
地
域
の
拡
大
等
、
事
業
計
画
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
担
当
者
は
「
森
林

を
守
り
、
育
て
る
の
は
、
経
済
活
動
で
環

境
に
負
荷
を
か
け
て
い
る
都
心
区
の
使
命

で
す
。
10
年
以
上
持
続
し
て
き
た
こ
の
事

業
を
こ
れ
か
ら
も
息
の
長
い
取
り
組
み
に

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
事
業
開
始
か
ら
11
年
、
細
く
長
く
持
続

し
て
き
た
中
央
区
の
森
事
業
は
、
地
球
環

境
を
守
る
と
い
う
都
心
区
の
使
命
を
未
来

に
つ
な
げ
る
礎
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

２０１５年の

アンテナショップ

スタンプラリー１０周年では

ご当地キャラが大集合しました

　中央区には各道・県・市の情報や特
産品などを楽しめるアンテナショップ
が数多く集まっています。毎年、中央
区観光商業まつりが開催される10月に
は、中央区内を巡りながら各店の魅力
を知ってもらうため、区と各アンテナ
ショップが連携し、「アンテナショッ
プスタンプラリー」を実施していま
す。昨年は、北は北海道から、南は沖
縄県まで、全国の27県・道・市の28
店舗が参加しました。
　各アンテナショップを巡り、期間中
に規定数以上のスタンプを集めて応募
すると、各地の特産品など抽選で素敵
な賞品があたります。さらに、全店舗
のスタンプを集めた方から抽選で１人
に全賞品の詰め合わせ「コンプリート
賞」が贈られます。
　これも、全国からたくさんの人が訪
れる商業地を有する中央区ならではの
全国連携です。
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